
製
さ
れ
た
。

講
演
終
了
後
、
別
室
で
誓
願
寺
管
長
様
を
加
え
て
懇
親
会
を
開
い
た
。

報
告
を
終
え
る
に
あ
た
り
痛
感
す
る
こ
と
は
、
碑
石
を
新
た
に
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
東
洋
の
人
格
、
思
想
、
業
續
な
ど
に
つ
い
て
現
時
点

に
お
い
て
再
び
考
え
な
お
す
よ
い
機
会
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

↓
（
》
Ｏ

最
後
に
各
方
面
に
わ
た
り
御
指
導
、
御
協
力
を
賜
っ
た
各
位
に
対
し

深
く
感
謝
申
上
げ
る
。

（
杉
立
義
二

第
四
回
国
際
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
大
会
（
二
①
鳶
冒
の
冒
畠
。
量

○
○
己
喝
の
い
の
呂
弓
且
三
○
昌
一
シ
凹
自
三
＆
国
。
①
）

標
記
の
学
術
大
会
が
一
九
九
四
年
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

の
三
日
間
、
東
京
の
国
立
教
育
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
グ
レ
コ
・

ア
ラ
ブ
系
の
ユ
ナ
ニ
、
イ
ン
ド
系
の
ア
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
、
お
よ
び
中
国

系
な
ど
ア
ジ
ア
諸
伝
統
医
学
の
学
際
的
研
究
発
表
と
交
流
の
大
会
で
、

第
一
回
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
本
部
が
あ
る
房
⑳
弓
シ
三
（
冒
房
昌
昌
○
二
四
一

鈩
朋
Ｃ
Ｑ
目
○
コ
き
『
号
の
陣
匡
号
且
弓
『
且
旨
○
コ
四
一
シ
め
旨
ご
塁
＆
言
目
の
、
国
際

ア
ジ
ア
伝
統
医
学
協
会
）
で
、
今
回
は
日
本
東
洋
医
学
会
も
主
催
に
加
わ

っ
た
。
共
催
が
日
中
医
学
協
会
、
協
催
が
東
亜
医
学
協
会
・
ミ
ズ
ノ
、

後
援
が
文
部
省
・
厚
生
省
・
外
務
省
・
通
産
省
・
日
本
医
師
会
・
日
本

医
史
学
会
な
ど
計
十
九
の
機
関
・
団
体
等
で
、
事
務
局
は
順
天
堂
大
の

医
史
学
研
究
室
内
に
お
か
れ
た
。

今
大
会
は
役
員
が
名
誉
会
頭
”
矢
数
道
明
、
会
頭
“
大
塚
恭
男
、
事

務
局
長
”
酒
井
シ
ヅ
、
副
事
務
局
長
“
津
谷
喜
一
郎
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
委

員
長
”
思
昌
ロ
．
ご
ロ
閂
言
匡
・
丁
宗
鐵
、
組
織
委
員
望
月
木
保
・
杉
田

暉
道
・
中
田
直
道
・
松
田
邦
夫
・
室
賀
昭
三
・
山
田
慶
兒
の
諸
氏
で
運

営
さ
れ
た
。
主
な
日
程
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

十
八
日
は
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
と

医
学
」
の
テ
ー
マ
で
、
熱
海
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
の
能
楽
堂
で
持
た
れ
た
。

座
長
は
青
木
保
氏
。

十
九
日
は
バ
シ
ャ
ム
賞
の
授
賞
式
と
記
念
講
演
が
あ
り
、
今
回
は

詞
侭
①
こ
の
索
①
星
・
顧
目
の
画
］
①
廟
①
ｑ
と
栗
山
茂
久
の
各
氏
が
受
賞
し

た
。
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
１
「
近
代
以
前
の
伝
統
医
学
の
文
献
的

研
究
」
が
田
口
ロ
の
ｏ
盲
屋
座
長
、
２
「
漢
方
薬
の
科
学
的
研
究
」
が
鳥

居
塚
和
生
座
長
、
３
「
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
シ
ス
テ
ム
の
存
続
と
復
興
」

が
真
柳
誠
・
少
．
⑦
○
三
①
座
長
、
４
「
自
然
と
医
学
」
が
永
田
勝
太
郎
座

長
、
５
「
社
会
科
学
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
」
が
湯
浅
泰
雄
・
園
田
恭
一

座
長
、
６
「
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
と
マ
ネ
ー
」
が
津
谷
喜
一
郎
・
罰
．
］
①
庫
の
昼

座
長
で
、
各
国
か
ら
発
表
が
な
さ
れ
た
。
一
般
講
演
は
オ
ー
ラ
ル
と
ポ

ス
タ
ー
の
双
方
が
あ
り
、
当
日
夜
は
会
場
と
な
り
の
霞
ヶ
関
ビ
ル
内
の

東
海
大
学
同
窓
会
館
で
懇
親
会
が
持
た
れ
た
。

二
十
日
は
辰
ゆ
弓
津
巨
名
誉
会
長
○
原
豐
①
氏
の
特
別
講
波
「
盲
人

の
人
類
学
者
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
の
象
」
、
大
場
恭
男
氏
の
会
頭
講
演

「
古
代
ア
ジ
ア
医
学
の
伝
統
」
が
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
７
「
針

灸
と
近
代
文
明
」
が
八
瀬
善
郎
・
詞
ｃ
］
○
急
座
長
、
８
「
精
神
医
学
と

ア
ジ
ア
伝
統
医
学
」
が
中
田
直
道
・
池
上
正
治
座
長
、
９
「
生
命
呼
吸
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二
十
一
日
は
特
別
講
演
が
山
田
慶
兒
氏
「
長
命
法
と
錬
金
術
」
、
西
野

晧
三
氏
「
気
と
呼
吸
法
に
つ
い
て
（
一
般
公
開
こ
が
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
Ⅱ
「
医
療
人
類
学
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
ｌ
養
生
文
化
と
環

境
医
学
」
が
竹
村
真
一
座
長
、
Ｅ
「
伝
統
医
学
の
脈
診
を
科
学
す
る
ｌ

東
西
の
医
学
の
見
地
か
ら
」
が
固
蜀
四
・
上
馬
場
和
夫
座
長
、
過
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
ヶ
ァ
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
」
が
上
野
圭
一
座
長
、
皿
「
ラ
イ
フ

ス
タ
ィ
ル
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
」
が
幡
井
勉
．
【
．
【
晨
冒
四
座
長
で

各
々
活
発
に
討
論
さ
れ
た
。
ま
た
ポ
ス
タ
ー
・
オ
ー
ラ
ル
の
各
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
一
般
講
演
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
当
大
会
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
南
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア

の
ア
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
・
ユ
ナ
ニ
が
主
体
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
近
年
、
注

目
さ
れ
て
い
る
束
ア
ジ
ア
の
中
国
系
か
ら
も
研
究
発
表
を
求
め
る
目
的

で
、
今
大
会
は
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。
中
国
の
大
陸
と
台
湾
か
ら
政
府

衛
生
機
関
の
要
人
も
出
席
、
全
体
で
世
界
二
十
の
国
と
地
域
か
ら
参

加
・
発
表
が
あ
り
、
出
席
者
は
約
千
名
に
達
し
た
。
各
伝
統
医
学
が
一

堂
に
会
し
た
点
で
、
比
較
医
学
史
の
面
に
お
い
て
も
意
義
深
い
学
術
大

会
で
あ
っ
た
。

（
真
柳
誠
）

ｌ
現
代
に
生
き
る
伝
統
科
学
」
が
栗
山
茂
久
座
長
、
ｍ
「
伝
統
医
学
い

か
に
あ
る
べ
き
か
ｌ
針
灸
医
学
の
立
場
か
ら
」
が
藤
本
蓮
風
・
木
下
伸

一
座
長
で
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
オ
ー
ラ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
の
一
般
講
演

の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
に
や

さ
し
い
医
療
を
求
め
て
」
が
小
出
五
郎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
司
会
で
開

か
れ
た
。

本
経
は
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
三
世
紀
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
、
日
本
で
は
奈
良
時
代
に
広
く
読
謂
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
金
光
明
最

勝
王
経
」
巻
第
六
、
四
天
王
護
国
品
第
一
二
に
「
汝
等
若
し
よ
く
こ
の

経
を
護
持
せ
ば
経
力
に
よ
る
が
故
に
、
よ
く
も
ろ
も
ろ
の
苦
、
怨
、
賊
、

磯
鰻
お
よ
び
も
ろ
も
ろ
の
疾
疫
を
除
か
ん
。
是
故
に
汝
等
四
衆
、
こ
の

経
王
を
受
持
し
読
調
す
る
も
の
を
見
て
は
、
ま
た
ま
さ
に
勧
心
に
共
に

守
護
を
加
え
て
、
為
に
衰
脳
を
除
き
、
安
楽
を
施
与
す
べ
し
」
と
広
大

な
功
徳
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

医
療
面
に
つ
い
て
は
除
病
品
第
二
四
に
「
医
人
は
四
時
（
春
時
、
夏
、

秋
時
、
冬
時
）
を
解
し
、
ま
た
そ
の
六
節
（
華
時
、
熱
際
、
雨
際
、
秋
際

寒
時
、
氷
雪
）
を
知
り
、
身
七
界
（
身
体
の
七
種
類
の
組
織
要
素
）
を
明
閖

（
あ
き
ら
か
に
す
る
）
に
し
て
薬
を
食
す
る
に
た
が
う
な
か
ら
し
む
。
い

わ
く
味
界
、
血
、
肉
、
骨
お
よ
び
髄
、
脳
な
り
。
〈
「
入
門
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
』
の
四
七
頁
の
内
容
と
一
致
〉
病
こ
の
中
に
入
る
時
は
、
そ
の
療
す
べ

き
や
否
や
を
知
る
。
病
に
四
種
の
別
あ
り
、
い
わ
く
風
（
ヴ
ァ
ー
タ
の
障

害
）
、
熱
（
ピ
ッ
タ
の
障
害
）
、
疾
應
（
カ
パ
の
障
害
）
お
よ
び
総
集
（
ヴ
ァ

ー
タ
、
ピ
ッ
タ
、
カ
パ
の
三
つ
の
病
素
の
障
害
）
の
病
舎
入
門
ア
ー
ュ
ル
ヴ

例
会
抄
録

蕊

金
光
明
最
勝
王
経
に
み
る
医
学
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